
　「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表
あらわ

したものです。

思考スキルは、特
とく

定
てい

の問題に限
かぎ

らず、さまざまな場面で活用することができる大切な力です。問題に

つまずいたときには、思考スキルに着目してみましょう。どのような切り口で問題と向き合えばよい

のか、どのように考え進めればよいのか…など、手がかりをとらえるのに役立ちます。問題に取り組

むとき、活用してみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から情

じょう
報
ほう
や問題の条

じょう
件
けん
を正しくとらえ

る
　・�図やグラフなどから情報を正しくとらえる

○再
さい

現
げん

する
　・計算を正しく行う
　・�問題の指

し
示
じ
通りの操

そう
作
さ
を正しく行う

○調べる
　・�方

ほう
針
しん
を立て、考えられる場合をもれや重

ちょう
複
ふく
な

く全て探
さが
し出す

　・�書き出すことを通じて、法
ほう
則
そく
を発見する

○順
じゅん

序
じょ

立
だ

てて筋
すじ

道
みち

をとらえる
　・�変

へん
化
か
する状

じょう
況
きょう
を時

じ
系
けい
列
れつ
で明らかにする

　・�複
ふく
雑
ざつ
な状況を要

よう
素
そ
ごとに順序立てて整理する

　・�前問が後に続
つづ
く問いの手がかりとなっている

ことを見ぬく

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・�等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・�際

きわ
立
だ
った部分（計算式の数、素

そ
数
すう
、約

やく
数
すう
、平

方数、…など）に注目する
　・和、差

さ
や倍数関

かん
係
けい
に注目する

　・対
たい
称
しょう
性
せい
に注目する

　・規
き
則
そく
や周

しゅう
期
き
に注目する

○一
いっ

般
ぱん

化
か

する
　・�具

ぐ
体
たい
的
てき
な事

じ
例
れい
から、他の状況にもあてはまる

ような式を導
みちび
き出す

　・�具体的な事例から、規則やきまりをとらえて
活用する

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別

べつ
の視点で見る

　・立体を平面的
てき
にとらえる

　・多角的な視点で対
たい
象
しょう
をとらえる

○特定の状
じょう

況
きょう

を仮
か

定
てい

する
　・�「極

きょく
端
たん
な場合を想定して考える（もし全て○

○なら、もし○○がなければ、…など）
　・�不

ふ
足
そく
を補

おぎな
ったり、余

よ
分
ぶん
を切りはなしたりして

全体をとらえる
　・�複

ふく
数
すう
のものが移

い
動
どう
するとき、特

とく
定
てい
のものだけ

を移動させて状況をとらえる
　・�具体的な数をあてはめて考える
　・�解

かい
答
とう
の範
はん
囲
い
や大きさの見当をつける

思考スキル



○知
ち

識
しき

　・�情報を手がかりとして、持っている知
ち
識
しき
を想

起する
　・�想起した知識を正しく運用する

○理
り

由
ゆう

　・�筆者の意見や判
はん
断
だん
の根
こん
拠
きょ
を示
しめ
す

　・�ある出来事の原
げん
因
いん
、結
けっ
果
か
となることを示す

　・�現
げん
象
しょう
の背
はい
後
ご
にあることを明らかにする

○置き換
か

え
　・�問いを別

べつ
の形で言い表す

　・�問題の状
じょう
況
きょう
を図表などに表す

　・�未
み
知
ち
のものを自分が知っている形で表す

　・�具体的な数と比
ひ
を自由に行き来する

○比
ひ

較
かく

　・�多角的な視
し
点
てん
で複数のことがらを比

くら
べる

　・複数のことがらの共
きょう
通
つう
点
てん
を見つけ出す

　・複数のことがらの差
さ
異
い
を明
めい
確
かく
にする

○分
ぶん

類
るい

　・�個
こ
々
こ
の要素によって、特定のまとまりに分け

る
　・�共通点、相

そう
違
い
点
てん
に着目して、情報を切り分け

ていく

○具体・抽
ちゅう

象
しょう

　・�文章から筆者の挙
あ
げる例

れい
、特定の状況や心

しん
情
じょう

を取り出す
　・ある特

とく
徴
ちょう
を持つものを示

しめ
す

　・�個々の事例から具体的な要素を除
のぞ
いて形式化

する
　・�個々の事例から共通する要素を取り出してま

とめる

○関係づけ
　・�情報どうしを結

むす
び付

つ
ける

　・�要素間の意味を捉
とら
え、情報を補

おぎな
う

　・�部分と全体のそれぞれが互
たが
いに与えあう影

えい
響
きょう

に目を向ける
　・�ある目的のための手

しゅ
段
だん
となることを見つけ出

す

○推
すい

論
ろん

　・�情報をもとに、論
ろん
理
り
的
てき
な帰

き
結
けつ
を導き出す

　・�情報をもとに、未
み
来
らい
・過

か
去
こ
のことを予

よ
測
そく
する

　・�情報を活用して、さらに別の情報を引き出す

思考スキル



小学4年  基礎力テスト（国・算） ── 解答と解説

算数
　　各２点×６＝12点
　　⑴～⑸各２点×６＝12点　⑹各３点×２＝６点　
　　各３点×３＝９点
　　⑴３点　⑵⑶各４点×２＝８点
国語
問一 ……各２点×５＝10点
問二～問九……各５点×８＝40点
計100点

（配点）

1
2
3
4

（5）① ②

27 28

（1） （2）

21 22 23

（1） （2） （3）

1

38 39 40

（1） （2） （3）

4

2
24 25 26

（4） （5） （6）

3231

33 34

（6） ②

m

①

円kg

番目

点 回 回

（完答）29 30

（3） （4） 色

こ

43

42

45

44

41

a
問一

b

c

d

e

46

47

48

49

問二

問三

問四

問五

50

51

52

問六
１

2

問七

C A
問八

B

（
完
答
）
53

ア イ ウ エ

分 時間 分午前  時

3

35 36

37

（1） （2） （3）

算数 （国語と算数あわせて４０分） 国
語
（
国
語
と
算
数
あ
わ
せ
て
四
十
分
）

ア

イ

ア

イ

ウ

風
向

起

悪
イ

エ

ウ

ア

イ
エ

岩

調
子

す

こ

し

ず

つ

着

実

脱

し

て

い

る

時

間

11

1.2 100

363 青1

12

1 40 9 20

9

1500 1307 5432

34 2 2

109 12.1 7
9

３cm３cm

３cm
６cm

３cm
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　　各２点×６＝12点
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語
（
国
語
と
算
数
あ
わ
せ
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四
十
分
）

ア

イ

ア

イ

ウ

風
向

起

悪
イ

エ

ウ

ア

イ
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岩

調
子

す

こ

し

ず

つ
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実

脱

し
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い
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時
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【解　説】
2　いろいろな文章題
⑴　 A1  情報を獲得する

 
再現する

　　300×10＝3000（g）　1000g＝１kgなので、3000g＝３kg

　　３－1.8＝1.2（kg）

⑵　 A1  情報を獲得する
 
再現する

　　チョコレートの代金は225×４＝900（円）　

　　おつりは1000－900＝100（円）

⑶　 A1  情報を獲得する
 
再現する

　　ウに９をたして１の位が５になる　⇒　６＋９＝15より、ウ＝６
　　百の位からくり上がった１と２をたして、エ＝３
　　アに３をかけて１の位が（４－１＝）３になる　⇒　１×３＝より、ア＝１
　　イは百の位の３をかけて９になる　⇒　３×３＝９より、イ＝３

⑷　 A1  情報を獲得する
 

調べる
　　Ａは青ではないので赤か黄。Ｂが黄をかぶっているので、Ａは赤をかぶっている。

　　Ｃがかぶっているのはのこりの青（色）。

⑸　①　 A1  情報を獲得する
 
再現する

　　　　15－５＝10　10＋１＝11（番目）

　　②　 A2  情報を獲得する
 
再現する

　　　　２人の間の数は、11－５＝６　２人の間の長さは、２×６＝12（ｍ）

⑹　①　 A1  情報を獲得する  順序立てて変化をとらえる
　　　　えんそう会の時間＝（午前10時30分）－（午前８時30分）＝２（時間）

　　　　ピアノのえんそう時間＝（２時間）－（20分）＝１（時間）40（分）

　　②　 A2  情報を獲得する  順序立てて変化をとらえる
　　　　じっさいのえんそう会の時間は、ピアノのえんそう時間に休けいの時間をたすので、

　　　　（１時間40分）＋（15分）＝１（時間）55（分）

　　　　はじまりの時こくは、（午前11時15分）－（１時間55分）＝（午前）９（時）20（分）
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3　平面図形（正三角形、直角三角形）の問題
⑴　 A1  知識

 
調べる

　　正三角形の３つの辺の長さはどれも等しい

　　ので、右の図のようになります。

⑵　 A2  知識
 

調べる
　　�正三角形の２つのちょう点が重なるように折りまげると（２等分すると）、直角三角形になり、一番長い辺の

長さは、一番短い辺の長さの２倍になることを利用します。３（cm）×２＝６（cm）　アから６cmのウと、
ア、イをむすぶと、図のような直角三角形になります。

ア

イ

３cm３cm

３cm

ア

イ

ウ

６cm

３cm

⇒
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⑶　 A2  特徴的な部分に注目する  調べる
　　右の図より、９（こ）

4　条件を整理して解く問題
⑴　 A2  情報を獲得する  調べる
　　10×１＝10　５×３＝15　３×３＝９　１×２＝２　２×１＝２　

　　10＋15＋９＋２－２＝34（点）

⑵　 A2  情報を獲得する  調べる
　　表に書かれている分の点数の合計は、５×２＝10、３×３＝９、１×２＝２より、10＋９＋２＝21（点）

　　10点とはずれの点数の合計は、39－21＝18（点）

　　表に書かれている分の投げた回数は、２＋３＋２＝７（回）よって、10点とはずれの回数の合計は、

　　10－７＝３（回）

　　10点とはずれの回数と点数のかんけいを調べると、

　　　　　　　　　10点　　　　　　　　　　　　はずれ　　　　　　　　　点数　　　

　　　10（点）×３（回）＝30（点）　　　　　　０（回）　　　　　　　  30（点）

　　　10（点）×２（回）＝20（点）　２（点）×１（回）＝２（点）　20－２＝18（点）　〇

　　　10（点）×１（回）＝10（点）　２（点）×２（回）＝４（点）　10－４＝ ６（点）

　　　    　　　　０（回）　    　　 　２（点）×３（回）＝６（点）　 ６（点）へる

　　このことから、10点のところに当たった回数は２回

ア

１

２
６

７８

9

３

４５
イ

ウ
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⑶　 A2  情報を獲得する  調べる
　　Ｃの点数はＡの34点より高くＢの39点より低いので、35点、36点、37点、38点のどれか

　　表に書かれている分の点数の合計は、５×３＝15、３×１＝３、２×２＝４より、18－４＝14（点）

　　10点と１点の合計点数は、38－14＝24（点）、37－14＝23（点）、

　　36－14＝22（点）、35－14＝21（点）　のうちのどれかになります。

　　表に書かれている分の投げた回数は、３＋１＋２＝６（回）よって、10点と１点の回数の合計は、

　　10－６＝４（回）

　　10点と１点の回数と点数のかんけいを調べると、

　　　　　　　　　10点　　　　　　　 　　　　　１点　　　　　　　　　点数　　　

　　　10（点）×４（回）＝40（点）　　　　　　０（回）　　　　　 　 40（点）

　　　10（点）×３（回）＝30（点）　１（点）×１（回）＝１（点）　30＋１＝31（点）　

　　　10（点）×２（回）＝20（点）　１（点）×２（回）＝２（点）　20＋２＝22（点）　〇

　　　10（点）×１（回）＝10（点）　１（点）×３（回）＝３（点）　10＋３＝13（点）

　　　    　　　　０（回）　    　　　 １（点）×４（回）＝４（点）　 ４（点）へる

　このことから、10点にあたった回数は２回
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【
解か
い
説せ
つ
】

　

 
外と

山や
ま

滋し
げ

比ひ

古こ

『
こ
と
わ
ざ
の
論ろ
ん

理り

』（
筑ち
く

摩ま

書し
ょ

房ぼ
う

）
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
わ
ざ
を
あ
げ
な
が
ら
、
当
た
り
前
に
流
れ
て
い
て
普ふ

段だ
ん

意い

識し
き

し
て
い
な
い
「
時
間
」

や
「
時
機
」
が
私
た
ち
人
間
の
営い
と
な

み
に
大
き
な
影え
い

響き
ょ
う

を
与あ
た

え
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い

ま
す
。
こ
と
わ
ざ
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
の
知ち

恵え

の
結け
っ

晶し
ょ
う

な
の
で
す
。

問
一　

Ａ
２ 

知
識

　
　

三
年
生
ま
で
の
漢
字
を
問
う
問
題
で
す
。
丁て
い

寧ね
い

な
字
で
、
と
め
や
ハ
ネ
が
は
っ
き
り
見

え
る
よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

問
二　

Ｂ
１ 

理
由 

推
論

　
　

━
線
①
の
直
後
に
「
あ
く
る
朝
に
な
れ
ば
、
書
き
な
お
し
た
く
な
る
」
と
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
、
次
の
段だ
ん

落ら
く

に
示し
め

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
時
が
た
て
ば
「
気
が
変
わ
る
」
か

ら
で
す
。「
気
が
変
わ
る
」
と
い
う
こ
と
に
触ふ

れ
ら
れ
て
い
る
選せ
ん

択た
く

肢し

は
イ
の
み
で
す
。
ア

「
自じ

制せ
い

心し
ん

の
な
さ
の
表
れ
」、
ウ
「
相
手
も
冷れ
い

静せ
い

に
…
理り

解か
い

し
て
も
ら
い
や
す
い
」、
エ
「
何

回
も
見
直
す
必ひ
つ

要よ
う

が
あ
る
」
と
い
う
部
分
は
、
本
文
中
に
示し
め

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問
三　

Ｂ
１ 

関
係
づ
け

　

「『
時
』
氏し

」
と
い
う
の
は
、
時
間
を
人
に
た
と
え
て
表ひ
ょ
う

現げ
ん

し
た
も
の
で
す
。

━
線
③
の

二
文
後
に
「
冷れ
い

却き
ゃ
く

期
間
を
お
い
て
か
ら
動
け
ば
、
Ｃ
氏
は
…
不
和
を
と
き
ほ
ぐ
す
こ
と
が

で
き
る
」
と
あ
り
ま
す
。「『
時
』
氏
に
相
談
す
る
」
は
「
冷れ
い

却き
ゃ
く

期
間
を
お
く
」
と
同
じ
意

味
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
答
え
は
エ
で
す
。

問
四　

Ｂ
１ 

知
識 

関
係
づ
け

　
　

接せ
つ

続ぞ
く

語ご

の
問
題
は
、
そ
の
前
後
の
文
の
関
係
を
し
っ
か
り
つ
か
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

④

の
前
で
は
「
チ
リ
は
チ
リ
で
あ
る
」
と
あ
り
、
後
で
「
チ
リ
は
…
チ
リ
で
な
く
な

る
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
前
後
で
逆ぎ
ゃ
く

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
こ
こ
に
は
逆ぎ
ゃ
く

接せ
つ
の
イ
が
入
り
ま
す
。

問
五　

Ｂ
１ 

関
係
づ
け

　
　

⑤

の
直
前
に
「『
時
』
氏
が
協
力
す
れ
ば
、
水す
い

滴て
き

が
岩
を
へ
こ
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
雨
だ
れ
だ
け
の
力
で
は
な
い
」
と
あ
る
の
で
、

⑤

に
は
「『
時
』
氏
」
に
関

係
す
る
漢
字
二
字
の
言
葉
、
す
な
わ
ち
「
時
間
」
が
入
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
　

※　

�

書
き
抜ぬ

き
箇か

所し
ょ
が
正
解
で
も
、
誤ご

字じ

脱だ
つ
字じ

が
あ
る
場
合
は
不
正
解
と
し
ま
す
。

問
六　

　
１�　

Ｂ
１ 

知
識 

関
係
づ
け

　

こ
の
こ
と
わ
ざ
は
一
見
「
待
て
ば
海
路
の
日
和
あ
り
」
と
「
ま
る
で
反
対
の
こ
と
を
言
っ

て
い
る
」
よ
う
な
意
味
に
と
れ
る
こ
と
わ
ざ
で
す
。
で
す
か
ら
「
す
ぐ
つ
か
ま
え
る
べ
き
」

と
い
う
よ
う
な
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。す
る
と
、答
え
は
イ
か
ウ
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
好
機
」
と
は
「
好
ま
し
い
機
会
」、
す
な
わ
ち
チ
ャ
ン
ス
の
こ
と
で
あ
り
、「
逸い
っ

す
べ
か
ら

ず
」
は
「
逃の
が

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
イ
よ
り
も
ウ
の
方
が
ふ
さ
わ

し
い
と
い
え
ま
す
。
イ
の
意
味
の
こ
と
わ
ざ
は
「
思
い
立
っ
た
が
吉き
ち

日じ
つ

」
で
す
。

　

２�　

Ｂ
１ 

理
由 

比
較

　

━
線
⑥
の
直
後
の
段
落
に
「
ど
ち
ら
も
全
く
同
じ
で
あ
る
」
と
結け
つ

論ろ
ん

づ
け
た
部
分
が
あ

る
の
で
、
そ
の
文
の
直
前
を
読
み
ま
す
。
そ
こ
に
は
、「『
時
』
氏
の
協
力
が
得え

ら
れ
る
か

ど
う
か
が
き
わ
め
て
大
切
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。「
待
て
ば
…
」
は
「『
時
』
氏
の
調
子

が
よ
く
な
る
の
を
待
つ
」、「
好
機
…
」
も
「『
時
』
氏
の
ご
機
嫌
が
い
い
」
の
な
ら
、
す
ぐ

さ
ま
行
動
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
も
「
時
機
」（
機
会
、
チ
ャ
ン
ス
）
を
見
計

ら
っ
て
行
動
す
る
、
と
い
う
点
で
同
じ
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
答
え
は
ア
で
す
。
イ
「
軽

く
見
て
い
る
こ
と
を
い
ま
し
め
て
」、
ウ
「
時
間
を
…
か
け
る
こ
と
で
…
成せ
い

功こ
う

を
得
る
」、

エ
「
チ
ャ
ン
ス
が
来
る
の
を
期
待
す
る
の
で
は
な
く
…
」
の
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
誤あ
や
ま

り
で
す
。

問
七　

Ｂ
１ 

関
係
づ
け

　

「
学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
が
、
こ
と
わ
ざ
は
…
教
え
る
」、
す
な
わ
ち
、
こ
と
わ
ざ
を

知
っ
て
い
れ
ば
、
自
然
と
わ
か
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
イ
・
ウ
は
こ
と
わ
ざ

が
「
教
え
」
て
く
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
は
こ
と
わ
ざ
そ
の
も
の
の
意
味
で
す

か
ら
、
こ
れ
も
不ふ

適て
き
切せ
つ
で
す
。

問
八　

Ｂ
１ 

理
由 

推
論

　

「
妙み
ょ
う

薬や
く

」
と
は
、
不
思
議
な
ほ
ど
よ
く
効き

く
薬
の
こ
と
で
す
。
そ
の
意
味
を
知
ら
な
く
て

も
、

━
線
⑧
を
含ふ
く

む
段
落
を
読
め
ば
そ
の
意
味
は
想そ
う

像ぞ
う

で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
段
落

に
は
、
時
間
の
経け
い

過か

と
と
も
に
「
す
こ
し
ず
つ
」
だ
が
「
着
実
に
」「
死
ぬ
か
と
思
わ
れ
た

苦
し
み
か
ら
脱だ
っ

し
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
間
の
働
き
を
「
妙
薬
」
と

言
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
　

※　

書
き
抜
き
箇
所
が
正
解
で
も
、
誤
字
脱
字
が
あ
る
場
合
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
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